
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

令和 4年 1２月 １日 

目黒区立ひもんや保育園園長 

 

1２月の園だより 

脱穀しました～5歳クラス～ 

9月に収穫した稲の脱穀を始めました。 

“大きいおにぎりを食べたい”という目標

に向けて毎日少しずつ進めています。 

 

 

 

 

稲のお米部分を 

ハサミで切り分け 

脱穀していきます。 

「脱穀は結構疲れるね」 

「まだこんなにある」 

お米を食べるまでの作業を全て自分たち

の手で行うことで大変さも感じ、「一粒を

大事にしよう」という気持ちも子どもた

ちの中で芽生えてきているようです。 

子どもたちの発見や感じる気持ちに寄

り添いながら、しめ縄飾りまでを経験し

食材を大事にしたいという気持ちを育て

ていきたいと思います。 

 

 

おしらせ 

12/29～1/3 まで 

年末年始のため休園になります。 

 冬のこども会 

      3・4・5歳児クラス 

中旬 身体計測 

避難訓練 

行事予定 

 桜の木の葉が色づき、朝には園庭に落ち葉の絨毯ができています。その落ち葉を子ども達は砂遊びの中で

おままごとの材料にしてケーキに飾り、楽しんでいます。ある日３歳児クラスの子が朝来る途中にねこじゃ

らしやクローバなどいろいろな草を摘みながら登園してきていたので、その様子を担任に伝えると、部屋に

ある小さなペットボトルに水を入れて、摘んできた草を挿して飾って楽しんでいるということを聞きまし

た。そして、子どもたちが自分たちで入れられるところに置いてあるので「子どもたちが水を替えたり、草

を入れ替えたりして毎日楽しみにしていて、今日はそのペットボトルに日が差して虹が見えることを発見し

たんです。発見した子が“見て”と呼ぶと、みんなが見たくて集まり、影になってしまい虹が見えなくなっ

たのですが、“こっちから見れば見えるよ”と日差しをふさがないように工夫して、みんなで虹を見て楽し

めました」とその時の楽しそうな様子を伝えてくれました。ペットボトルが花瓶となり、光を受けて虹を映

し出すものにもなり、日常のなかには子どもたちの好奇心をくすぐるような出来事がたくさんあります。草

を種類別に挿している子どもの姿は華道家になるのではないかと思わせるほど 

センスが光っていると担任が話していました。これからも子どもたち 

の興味関心を引きだし、“なんでだろう、不思議だな”と感じる心や 

自分からやってみたいと思える気持ちを育てていきたいと思います。 



  
 

つくし組（0歳児クラス） 

巧技台で高さ４０㎝程の斜面や階段を用意すると、目を輝かせる子どもたちです。早速斜面や階

段を四つ這いで登ったりして遊び始めます。うまく斜面を登れないと「なんで」という表情をして

いますが、保育士が足裏をちょっと支えてあげると指先にぐっと力を入れて登っていきます。そん

な中、友達が遊ぶ様子を少し遠くからじっと見ている子がいました。保育士は“慎重なのかな”と

思い、自分からやりたくなるまで待ってみることにしました。数日後その子どもが階段へ手を掛け

登ろうとしていました。その姿が嬉しくて「すごいね、やってみるの」と目を合わせ、拍手をしな

がら声を掛けると、嬉しそうに笑いながら四つ這いで階段を登りきりました。友達が楽しそうに遊

ぶ姿を見てやってみよう思ったのでしょう。小さい０歳児の子どもたちもお互いの姿を見て刺激を

し合って “やってみよう”と遊びだす姿に成長を感じ嬉しく思いました。 

すずらん組（1歳児クラス） 

保育室の中にはひとりひとりにお気に入りの場所があり、好きな場所で好きなおもちゃを使って

遊びこんでいます。同じおもちゃも子どもによってイメージするものが違い、使い方にも個性が見

られるようになりました。 

ウレタン積木を棚の上に並べ電子レンジに見立てた子が料理を始めました。お皿にチェーンリン

グやお手玉を盛り付けると電子レンジの積木の中にお皿を入れています。「ぴっ、ぴ」とスイッチ

を押す仕草をしてお皿を取り出すと「あついからね。ふーふーってしてね。」と言って保育士に振

舞ってくれます。また同じ積木でテーブルと椅子を作って、くま人形を座らせたりコップやスプー

ンで食べさせたりしては布で口元をそっと拭いてお世話遊びを楽しんでいました。 

保育士も一緒に遊び、子どもたちのイメージを汲み取りながらひとりひとりが好きなことを十分

に楽しんでほしいと思っています。 

ちゅうりっぷ組（2歳児クラス） 

ひとりの子どもがハンカチと洗濯ばさみを持ってきて「先生、これ着けたいの」と言うので「どこ

に着けたいの」と聞くと、「こうやって」と身体に巻き付けています。「ここを洗濯ばさみで留めると

できるね」と一緒にやってみると「できた。プリンセスのドレスなの」と大好きなプリンセスになり

きっています。周りの子もそれぞれに布を巻き付け、プリンセスがいっぱいになりました。髪の毛に

ハンカチや編み紐をつけロングヘアに変身している子もいます。「わたしはスカートにしたの」「かわ

いいね」「こっちの髪にもつける」等とおしゃれ話にも盛り上がっています。そしてお世話遊びの布

にチェーンを洗濯ばさみで付けてお手製のバッグを手に持ちお出かけしていました。ドレスにした布

の裾をちょっと持ち上げて歩く姿は本物のプリンセスのようです。 

子どもたちはごっこ遊びが大好きです。自分たちが体験したことをイメージして表現したり、イメー

ジを友達と共有して遊ぶことを楽しんでいます。 

室内遊びの様子 


